
人口減少時代の難局を乗り越える～個人も事業者もワーク･ライフ･バランスの実現を～

業績向上と女性活躍が実現する！～経営戦略としての働き方改革～

プログラムの最後を締めくくったのは、市内企業等の関係者による「イクボス共同宣言」。

宣言企業（下記）を代表し、宇部興産〈株〉の野嶋常務執行役員からご挨拶をいただきました。

続く、第2部では、第3期目となる今年度の女性リーダー育成支援事業で、

さまざまなスキルアップ研修などに参加された、渕上洋子さん、角 早苗さん、

内貴陽子さんの3人に、市長から認定証が授与されました。

当日は、先輩リーダーとして、1期生の久保田さん、2期生の井東さん、藤

本さんも応援に駆けつけ、市認定の女性リーダーは総勢17人に。

新たなリーダーの誕生を、皆で祝福しました。

昨年度に引き続き、女性リーダー育成支援事業の最終的な交流行事として、第 3回目

の「女性リーダーと語る会」を盛大に開催しました。

若い人材の流出を防止し､地元定着を

パパのほうが上手だった？

エプロン男子たちが前回の記録（2m62cm）に挑戦。

家族らが心配そうに見守る中、何と、「2m83cm」とい

う、前人未到の大記録が樹立されました。

（R1.10.6  平和通り（シンボルロード）／参加…32人）

第1部では、〈独行〉国際協力機構（ＪＩＣＡ，ジャイカ）で人事部次長を

務めておられる吉成安恵さんから、『ＪＩＣＡの女性活躍の取組～自ら

の道を進むために～』とのテーマで、国内外にわたる先進的な取組事

例を紹介していただきました。

うべイクボス宣言企業 （登録順）

第1号 有限会社 アクアテクニカル

第2号 医療法人 博愛会 宇部記念病院

第3号 宇部興産株式会社

第4号 株式会社 エイム

第5号 株式会社 西京銀行 宇部支店

第6号 セントラル硝子株式会社 宇部工場

第7号 都市産業株式会社

第8号 株式会社 宮商

第9号 雄光建設株式会社

第10号 有限会社 原田建設

才能はもっと伸ばせる！

今年度は、初の文芸部門「俳句」からスタート。

恒例のエクセル研修を受け、最後の健康講座では、

正しい知識に基づいたストレッチの方法を学びました。

（R1.10.2～23（全5回）フォーユー／参加…延べ67人）

市民プロジェクト始動！

来たる令和3年度は、市制施行100周年。

（R1.12.1  ときわ湖水ホール／参加…482人）

互いの職場環境を大いに語り合う

（R1.12.23  ときわ湖水ホール／参加…26人）

特に、「人口減少が進んでいる現在の『人口

オーナス期』に対応していくためには、単に女性

活躍の観点だけではなく、ワーク・ライフ・バラン

スを経営戦略として活用する新たな働き方改革

が重要だ。」との説明に、その対応ノウハウを聞

き漏らすまいと、企業関係者が懸命にメモを取っ

ている光景がとても印象的でした。

（R2.2.17  文化会館／参加…273人）

（R1.11.9  文化会館／参加…49人）

第 2部では、宇部市近郊の女子学生をはじめ、市認定の女

性リーダー、うべ女性活躍応援ネットワーク委員、宇部市男女

共同参画推進審議会委員、企業関係者、県内の社会保険労

務士などが 6グループに分かれ、『夢の働き方～2030年、ＳＤ

Ｇｓのゴールに向けて～』とのテーマでディスカッションを行い、

自由で率直な意見交換が繰り広げられました。

最後に、山口大学副学長兼ダイバーシティ推進室長の鍋

山祥子先から、「これからは、学生自身が積極的に企業を

知っていくことが重要。」といった全体総括が行われました。

〈株〉ライフスタイル研究所の船

﨑美智子先生をお迎えし、『女

性が考える働きやすい環境と

は？』のテーマのもと、グループ

のメンバーが次々と入れ替わる

「ワールドカフェ方式」でさまざま

な意見交換が行われました。

第1部を飾ったのは、国内における働き方改革の第一人者であり、国会へも有識者とし

てたびたび招かれるなど、我が国を代表する女性ロールモデルとして活躍されている、

小室淑恵さん（〈株〉ワーク・ライフバランス 代表取締役社長）による基調講演。

世界各国の現状や国内でコンサルティングされてきた中小企業での成功事例をはじめ、

ご自身の子育て体験を通じた家庭人としての苦労など、その内容は実に多岐にわたり、

会場は終始、笑いと感動に包まれました。

また、その後の「女性リーダー認定証交付式」

や「イクボス共同宣言」も、市長と共に見届けてく

ださり、大変充実したイベントとなりました。

ＮＰＯ山口ヒメ

倶楽部によるマ

ルシェ＆ステー

ジが、大いに盛

り上げてくれま

した。


